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東京タワーってどんな場所でしょうか。誰もが知っている東京の観光名所、修学旅行の定番、ライトアップ…。 
実は、本来の役割はテレビ・ラジオの放送電波を送信する総合電波塔なのです。  
「港区探訪 いつの時代も、流行の最先端は港区から」第3回・4回は、  
昭和から平成にかけて常に流行の発信地であり続ける「東京タワー」の魅力を  
「昭和創世期編」「昭和～平成編」の2回に分けて探ります。 

 

歴歴歴歴史史史史をををを刻刻刻刻んだんだんだんだ場所場所場所場所にににに新新新新たなたなたなたな東京東京東京東京のののの総総総総合電波塔合電波塔合電波塔合電波塔をををを

 日本で初めてNHKによるテレビ放送が始まったのは昭和28年。大卒の初任給が8千円だった時代に、テレビ1台の値段は
約20万円！ その後、民間の放送局が次々と開局しましたが、なかなか庶民には普及しませんでした。テレビの値段が高か
っただけでなく、その頃の放送局は独自に電波塔を建てていたので、視聴者はチャンネルを変えるたびに、屋外アンテナの
向きを変えなければならなかったのです。昭和33年には、さらに3局が開局予定で、電波塔の林立は街の景観の点からも問
題になっていました。

 そこで計画されたのが、放送局の電波を一つにまとめ、なおかつ東京のシンボルともなる総合電波塔の建設でした。目標
はパリのエッフェル塔より高く、頑丈なタワー。しかし地震と台風の多い日本で、３００mを超える高い塔が建てられるのか、期
待と不安が入り交じったなかでの計画でした。



 建設予定地となったのは、港区の芝公園。関東一円に電波を発
信する塔の建設には、都心で広い敷地が必要です。芝公園は日本
で最も古い公園の一つで、戦前は「東洋のパルテノン」と呼ばれた
増上寺の徳川霊廟、政治家や文士たちの社交場だった紅葉館など
がありましたが、空襲ですべて消失し、1万坪近い土地が空き地とな
っていました。

 かくして昭和32年6月29日、江戸から昭和に歴史を刻んだ港区の
由緒ある場所で、新しい総合電波塔の建設が始まったのです。

 

わずかわずかわずかわずか1年年年年6ヶヶヶヶ月月月月でででで成成成成しししし遂遂遂遂げたげたげたげた工事工事工事工事

 まず始まったのは基礎工事。ぽっかりと空いた大
きな穴を連日たくさんの人が見にきましたが、何が
できるのか想像できなかったそうです。やがてタワ
ーを支える塔脚が、地上から１本ずつ伸びていき、4
本の塔脚が高さ40mのところでつながったのが、お
よそ半年後の12月21日。その後も空に向かってぐん
ぐん伸びていく姿は、日に日に人々の間で注目の的
となっていきました。

 東京タワーの工事を支えたのが、全国から集まっ
た鳶職人。その数は、延べ22万人。昭和33年9月に
東京を直撃した狩野川台風では、ずぶ濡れになりな
がら、鉄材引き上げのワイヤーやカギ型金具を塔体
に結びつけるなど、まさに血のにじむような努力の
積み重ねで、塔が積み上げられていきました。

 10月9日には、最大の難関といわれた長さ25m、重
さ13トンのスーパーターンスタイルアンテナを頂上に
つり上げる工事が完遂、日本の科学・建設技術の
高さを世界中に知らしめました。また、この日、タワ
ーの正式名称が発表されました。全国から公募で集
まったはがきは8万6269通。「昭和塔」「平和塔」など
たくさんの候補があがっていましたが、徳川夢声審
査委員長の「ピタリと表しているのは『東京タワー』を
おいて他にありませんな」のひとことで決定したので
す。

 工事は夜に日を継いで行われ、着工からわずか1年6ヶ月後の昭和33年12月23日に開業。この年は皇太子妃が決定し、ご
成婚パレードをテレビで見ようと、テレビの契約台数も一気に増加、テレビブームが、まさに昭和33年から始まったのです。

高さ333m、日本人の手による世界一のタワーは、戦後の復興を成し遂げ、発展を続ける日本のシンボルとなり、国民に大き
な希望を与えました。東京だけでなく地方からも観光客がつめかけ、土日ともなると国電浜松町駅から東京タワーまでは、あ
ふれんばかりの人混みでした。東京タワーができる前は静かな住宅地がひろがっていた芝・大門付近も、大きく変貌していく
ことになります。



 

 

お父さん、お母さんになった人が「昔、修
学旅行で来たんだよ」と、自分のお子さ
んの手をひいて来てくれる。中身はリニ
ューアルしたけど、タワーの形自体は変
わらないから、「昔もこんなのがあった
よ」って喜んでもらえるのが、東京タワー
のいいところですね。 

 

父から店を引き継いで、私で2代目で
す。私にとって東京タワーは、日本のシ
ンボル。お店は小さなスペースですが、
遠いところからいらしたお客さんにも喜
んでもらえるよう、品揃えは工夫していま
すよ。

● 協力： 
 東京タワー TEL：03-3433-5111 http://www.tokyotower.co.jp   
 港区役所産業・地域振興支援部産業振興課 TEL：03-3578-2111（代）

次回は「輝きをもう一度 東京タワー（昭和～平成編）」を掲載します。
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